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□概要
 RT8H010Cは、外付け抵抗により、  に流れる電流を
検出し、過電流状態となれば異常を知らせる信号（High出力）
を出力する回路となります。
タイマー回路を内蔵しており、外付け抵抗・コンデンサによる
時定数で検出時間を設定する事が可能です。
出力形式は出力保持（ラッチ）となっており、リセット端子による
出力リセットが可能となっております。

□特長
●出力保持機能内蔵（リセット端子付）
●タイマー機能内蔵
●小型面実装パッケージ（SC-74；2.8mm×2.8mm）

□用途
●電源における過電流保護回路
●モーターの過電流保護回路

□外形図（単位：mm）
    
    
    
    
    
   

                                      

 
   
   
   
   

                

 
   
 

   
 

   
 

                

 
   
   
   
   
   
   
   

                

 

   

 

   

 

                

 
 
 
 
 
 

                

時定数で検出時間を設定可能な過電流保護回路！

1

タイマーラッチ機能内蔵過電流保護回路

RT8H010C
ESリリース中

開発中

□応用回路例・動作説明

CLM-
VCC間差
電圧

CT端子
電圧

S信号

RESET
端子電圧

OUT
端子電圧

-130mV

1.28V

※     に1.35V以上入力するとOUTはL出力となる。

Δ ＝VCLM-VVCC

COMP1
出力

ピン配置
①OUT
②VCC
③CT
④CLM
⑤GND
⑥RESET

①外付け抵抗RLに過電流が流れてCLM-VCC間に差電圧が生じCLM-VCCの電位差が-130mVを上回る

RL:過電流検出用抵抗

③CT端子が →Hに変動を開始する。

④CT端子が1.28Vを上回るとRSラッチ回路のSが入力される。

⑤Sが入力されると出力TrのベースがLとなり、OUTにてH出力(異常検出信号)が出力される。

②COMP1の出力がH→ となる。

検出時間調整用コンデンサ検出時間調整用抵抗

(Ver.2)


	スライド 1: タイマーラッチ機能内蔵過電流保護回路

